
 運動会の取り組みでは、クラスのみんなで一緒に力を合わせる時間が 

多くありました。その中で友だちと一緒する楽しさや達成感、喜びを 

感じることができたひつじ組の子どもたちです。 

 そしてやってきた秋です！！食欲の秋、読書の秋、運動の秋、芸術の秋。

さっそく子どもたちは運動会ごっこを楽しみ、運動の秋が始まっています。 

ぞう組のかっこいい姿を目の前で見てきたこともあり、鉄棒や跳び箱も 

やってみようと挑戦しています。鬼ごっこでも素早く逃げるために日  々

走り方を意識する姿も見られています。 

また給食では、今月からメニューに合わせてお箸を使います。まずは 

お箸の持ち方や扱い方を確認し、一人ひとりに合わせて無理なく 

取り入れていければと思います。ご家庭でもお箸を使って食べる経験を 

してみてくださいね。（給食は園のお箸を使用します） 

今月も子どもたちと一緒に感じたり、考えたりすることを大切に 

しながら色々なことを楽しみたいと思います。 

先月の運動会では、みんなで気持ちを一つにして持てる力を出し 

きり、カッコイイ姿を見せてくれたぞう組の子どもたち。その経験が 

一人ひとりの自信に繋がったようで、色々なことにチャレンジしようと 

したり、友だちとの関わりを大切にしたりする姿が増えてきています。 

また、運動会後からはお昼寝がなくなり、遊ぶ時間が増えて 

「やった〜！！」と大喜びの子どもたち。役割を持ってままごと遊びを 

楽しんだり、みんなで力を合わせて積み木の家を作ったりしていますが、 

そんな中でも自分の体調を考えて「先生、ちょっと寝たい」「ベッド、 

出してください」と自ら休息をとる姿も見られています。 

10月は過ごしやすい気候にもなりますので、散歩や戸外 

遊びを楽しむ中で、たくさん秋の自然を感じ、友だちと共有 

しながら関わりを深めていきたいと思います。 

暑さがやわらぎ、涼しい秋風が心地良く、過ごしやすい季節になって 

きました。子どもたちは外に出ると「よーいドンしよう！」「一緒に 

滑り台行こう！」と誘い合ったり、「むっくりくまさんしよっか！ 

手、繋ぐんだよね」と確認しながらルールのある遊びをしたりして 

友だちとの関わりを楽しみながらのびのびと身体を動かして遊んでいます。 

 スモックと三角巾をつけて楽しみにしていたクッキングにも取り組み 

ました。「どうしたらみんなで楽しくクッキングができるかな？」という 

保育者の問いかけに、「仲良くする！」「順番に入れる！」と自分たちの 

思いを出し合っていました。クッキングが始まると話していたように、 

順番に材料を入れたり、混ぜたりしていました。友だちと協力して 

作ることを楽しみ、できあがりを見て大喜びでした。色々なことができる 

ようになり、自信になったようで、とても得意気な子どもたちでした。 

10月も散歩や木の実拾い、虫探しなど秋の自然に触れながら、戸外で 

思いきり身体を動かして楽しみたいと思います。また秋の遠足では、 

関西学院大学上ヶ原キャンパスに行きます。交通ルールを守りながら 

友だちと歩いて遠足に行くことを楽しんだり、秋の自然を感じ 

ながら嬉しいお弁当をみんなで食べたりしたいと思います。 

ちいさなたね【幼児おたより】  ２０１９年度 １０月 

うさぎ組・ひつじ組・ぞう組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外の風が少し涼しくなってきた 

ある日のこと．．． 

Aくんは外にでるなり、大きく 

鼻を膨らませて風のにおいを 

嗅ぎました。 
 

Aくん「なんか、なんか、ほら、 
    あきのにおいがするよ！！」 
 
秋をいち早く感じるAくんの 

心にほっこりしました。 

夕方、テラスに出て 

空を見たAくんが一言 
 
Aくん「空って不思議だなぁ！！」 
 
いつも当たり前のように見ていた 

空ですが、一時として同じ表情は 

ありません。忙しい毎日にそんな 

ことにはなかなか気付けずに 

いましたが、我々大人の足をふと 

止めてくれる素敵な一言でした。 

皆さんも是非、いろんな表情の 

空を見上げてみて 

くださいね！！ 

ある日の朝の話し合いで、 

  「運動会まであと５日だね。 

お家であと５回寝たら運動会！」と 

伝えました。 
 
その日のお昼寝後のこと．．． 
 

 A くん「先生！あと４回寝たら 
運動会でしょ！！」 
 

運動会を楽しみにするあまり、 

お昼寝の数もカウントして 

しまったAくんの姿に、 

楽しみに待つ気持ちが 

とても伝わってきました。 


